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平
成
28
年
第
1
回
定
例
会

が
2
月
22
日
か
ら
3
月
23
日

ま
で
、
31
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
28

年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
、
各

会
計
の
平
成
27
年
度
補
正
予

算
や
条
例
、
そ
の
他
議
案
等

の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
専
決
処
分
に
関
す
る
1

件
の
報
告
を
受
理
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、「
北
陸
新
幹
線

敦
賀
以
西
の
整
備
に
関
す
る

決
議
」
を
可
決
し
、
小
浜
市

議
会
と
し
て
、
北
陸
新
幹
線

小
浜
ル
ー
ト
の
早
期
実
現
を

求
め
る
意
思
を
明
確
化
い
た

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

●
主
な
条
例

◆ 

小
浜
市
消
費
生
活
相
談
室

の
組
織
お
よ
び
運
営
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

賛
成
全
員
で
可
決

◆ 

小
浜
市
保
育
所
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

◆ 

小
浜
市
母
と
子
の
家
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

賛
成
全
員
で
可
決

◆ 

小
浜
市
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 

小
浜
市
立
幼
稚
園
設
置
お

よ
び
管
理
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

●
人
事
案
件

◆ 

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て吉
田　

善
人
氏
（
阿
納
）

●
決
議

◆ 

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
の

整
備
に
関
す
る
決
議

賛
成
全
員
で
可
決
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３
月
定
例
会
の
概
要

【可決した平成28年度当初予算】　　　　　　　　　　　　　　
会計名 平成 28年度 平成 27年度 増減率
一般会計 １６２億１，１００万円 １５９億円 ２．０％
特別会計 ９５億２，３２９万円 ９３億５，５３７万円 １．８％

内　

訳

国民健康保険 ３６億５，７６２万円 ３５億１，０３３万円 ４．２％
後期高齢者医療 ３億４，４７２万円 ３億４，７７１万円 ▲０．９％
介護保険 ３１億７，９８５万円 ３１億７，１２５万円 ０．３％
簡易水道 ８，６４６万円 ９，１８４万円 ▲５．９％
下水道 １７億３，８７２万円 １７億２，４２４万円 ０．８％
農業集落排水 ４億５，９８５万円 ４億５，５３６万円 １．０％
漁業集落環境整備 ５，５９９万円 ５，４６３万円 ２．５％
加斗財産区 ８万円 ３万円 １７５．０％
企業会計（水道） ８億６，８５４万円 ８億６，５０６万円 ０．４％

合計 ２６６億２８３万円 ２６１億２，０４３万円 １．８％
※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

【可決した平成27年度補正予算】
会計名 既決予算額 3月補正額 合計

一般会計 １７３億６，２２９万円 ２億８，５０５万円 １７６億４，７３４万円
特別会計 ９４億１，４８５万円 １億５，３４０万円 ９５億６，８２４万円
企業会計 ８億６，５０１万円 △３，６９５万円 ８億２，８０５万円
計 ２７６億４，２１５万円 ４億１５０万円 ２８０億４，３６４万円

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります



❸おばま市議会だより

平成28年第1回定例会採決結果

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
※ 垣本正直議員は議長のため採決には加わっておりません。

賛否が分かれた議案等

項 

目
件 

名

採 

決 

結 

果

熊
谷　

久
恵

竹
本　

雅
之

牧
岡　

輝
雄

藤
田　

靖
人

佐
久
間　

博

西
本　

清
司

小
澤　

長
純

今
井　

伸
治

能
登　

恵
子

下
中　

雅
之

三
木　
　

尚

垣
本　

正
直

藤
田　

善
平

風
呂　

繁
昭

富
永　

芳
夫

清
水　

正
信

池
尾　

正
彦

宮
崎
治
宇
蔵

賛 

成
反 

対

予算

平成 27年度小浜市一般会計補正予算（第８号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 16 0

平成 28年度小浜市一般会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 16 1

平成 28年度小浜市下水道事業特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 16 1

平成 28年度小浜市水道事業会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 16 1

条例

小浜市特別職の職員の給与および費用弁償に関する条例の一部改
正について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 16 0

小浜市議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例の一部
改正について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 16 0

小浜市下水道条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 16 1

決議 北陸新幹線敦賀以西の整備に関する決議 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 16 0

賛成全員で可決、同意した議案等

【採決表示ボタン】

●ホームページをご覧ください
　採決結果や次回定例会の日程、本会議の動画配信（本会議終了後約
２週間程度で視聴できます）などさまざまな情報を掲載しています。
「小浜市議会」で検索！

項目                  件         名

予算

専決処分につき承認を求めることについて（平成 27年度小浜市一般会
計補正予算（第 7号））

平成 27年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

平成 27年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

平成 27年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

平成 27年度小浜市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成 27年度小浜市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成 27年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

平成 27年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算（第２
号）

平成 27年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計補正予算（第２号）

平成 27年度小浜市水道事業会計補正予算（第２号）

平成 28年度小浜市国民健康保険事業特別会計予算

平成 28年度小浜市後期高齢者医療特別会計予算

平成 28年度小浜市介護保険事業特別会計予算

平成 28年度小浜市簡易水道事業特別会計予算

平成 28年度小浜市農業集落排水事業特別会計予算

平成 28年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計予算

平成 28年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計予算

平成 27年度小浜市一般会計補正予算（第８号）

条例

専決処分につき承認を求めることについて（小浜市市税条例の一部を改
正する条例の一部改正について）

小浜市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

小浜市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部改正につ
いて

小浜市職員の退職管理に関する条例の制定について

項目                  件         名

条例

小浜市職員の降給に関する条例の制定について

小浜市行政不服審査会条例の制定について

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ
いて

小浜市市税条例の一部改正について

小浜市消費生活相談室の組織および運営等に関する条例の制定につい
て

小浜市保育所設置および管理に関する条例の一部改正について

小浜市認定こども園設置および管理に関する条例の一部改正について

小浜市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例
の制定について
小浜市母と子の家児童発達支援センターの設置および管理に関する条
例の一部改正について
小浜市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
小浜市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運
営ならびに小浜市指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて
小浜市立小学校および中学校の設置および管理条例の一部改正につい
て

小浜市立幼稚園設置および管理条例の廃止について

人事 監査委員の選任について

報告 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定めること
について）

その他

福井県市町総合事務組合規約の変更について

負担付き寄附の受納について

辺地の総合整備計画の策定について

辺地の総合整備計画の変更について
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議会費

１億８，８５０万円
（１，０５３万円　減）

議会運営、議員報酬など
教育費

１７億７，５０１万円
（２億２１３万円　増）

学校教育、社会教育など
公債費

１６億２，１７２万円
（１７７万円　減）

借金の返済

民生費

４３億６，９２７万円
（１億４，４５０万円　増）

総務費

１８億２，６２２万円
（６億６，８８７万円　減）

消防費

５億３，９５０万円
（２，１６２万円　増）

消防、救急など

土木費

１８億３，９５２万円
（８，７４４万円　減）

道路、河川、公園の整備や維
持管理など

衛生費

２５億８，３９５万円
（７億９６２万円　増）

環境保全、ごみ処理など
商工費

５億８，４４３万円
（２，１３０万円　減）

商工業の振興、観光事業など
農林水産業費

６億７，６３３万円
（２，０８９万円　増）

農業、林業、水産業の振興など
労働費

１億９，６５５万円
（２１５万円　増）

1％

一般会計予算一般会計予算
162億1,100万円162億1,100万円

歳出内訳歳出内訳

11％

27％

16％
1％

4％
4％

12％

3％

11％

10％

※（　）は前年度比較

　平成 28年度の当初予算案を予算決算常任委員会で慎重に審議した結果、全会
計とも原案どおり可決しました。
　小浜美郷小学校の建設、人口減少問題への対策などの大きな計画も含め、市民
の生活に結びつく様々な予算が盛り込まれました。

原案どおり可決

高齢者、障がい者、児童の福
祉など

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

協働、防災、交通、戸籍事務
など

地域雇用の安定など
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平成28年度当初予算
総額266億 283万円

子育て支援情報統合事業 180万円
子育て情報を一元化したインターネットサイトを
作成し、小浜市の良好な子育て環境をPRする。

OBAMAでワーキングプロジェクト事業
（商店街職場体験） 50万円
商店街を中心とした市内事業所への興味や愛着を
持ってもらい、地元での就職志向意識を醸成する
ため、商店街での1日職場体験を実施する。

小浜美郷児童クラブ建設事業
　573万2,000円

小浜美郷小学校開校にあわせ、小学校敷地内に児
童クラブを建設するもの。

運動遊び事業 113万2,000円
体を動かして楽しく遊ぶ「運動遊び」を通じて、
幼児期における積極的な運動支援を図り、運動能
力の向上とともに、主体的な行動ができる子ども
の育成を目指す。

まちの駅運営事業 1,538万円
　「小浜市まちの駅」を運用し、観光客の回遊性を
創出するもの。また、市民が憩い・集う場を提供し、
地域情報の発信、催事の開催などによる市民と来
訪者との交流の促進を図る。さらに、地域特産品
等の販売による地域産業の振興や、文化財建造物
の保存・活用による市民生活の文化的向上を図る。

OBAMAでワーキングプロジェクト事業
（ふるさとしごと体験） 119万9,000円
地元での就職志向の意識を醸成し、「小浜のしごと
情報と魅力」を知ってもらうため、ふるさとしご
と塾を実施するほか、企業見学ツアーを行うもの。

本年度はこのような
新規事業があります！

寄附行為の禁止について
　公職選挙法により、議員は選挙区内の人や団体に対しての寄附
行為や金品の授受をすることが禁止されています。
　禁止されている例として以下のようなものがあります。

○ 町内会・自治会の集会や旅行など催し物への差し入れ
○お祭りへの寄附や差し入れ
○ 地域の行事や運動会への差し入れ
○病気見舞い
○ 落成式や開店祝いの花輪、葬式の花輪、供花
○ 本人以外が代理で出席する場合の結婚祝いや葬式の香典
○ 出産、入学、卒業、就職等の祝い金や祝い物
○お中元やお歳暮
○ 年賀状、暑中見舞い等の時候のあいさつ状（答礼のための自筆
を除く）

　また、政治家に寄附をするよう勧めることや、求めることも禁じ
られていますので、皆様のご理解をお願いいたします。
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◆
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　

５
４
９
３
万
２
０
０
０
円
減

◆
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　

１
７
８
１
万
８
０
０
０
円

問 

国
は
施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ

と
シ
フ
ト
し
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を

ど
う
捉
え
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答 

市
も
国
に
準
じ
て
在
宅
福
祉
を
推

進
し
て
い
く
が
、
老
人
福
祉
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
平
成
27
年
度
か

ら
29
年
度
の
状
況
を
見
て
、
平
成
30

年
度
か
ら
の
第
7
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
基
金
繰
入
金　

1
億
４
２
６
万
円

問 

繰
入
金
の
額
が
大
き
い
が
、
基
金

が
あ
る
な
ら
国
民
健
康
保
険
税
を
減

額
し
て
は
。

答 

基
金
の
目
的
は
医
療
給
付
費
の
不

足
に
備
え
る
も
の
。
医
療
給
付
費
が

増
加
傾
向
に
あ
る
現
状
と
、
平
成
30

年
に
国
民
健
康
保
険
制
度
が
都
道
府

県
単
位
に
な
る
こ
と
へ
の
備
え
。

◆
図
書
館
運
営
管
理
費　

１
４
５
３
万
７
０
０
０
円

説
明　

図
書
館
の
空
調
機
器
の

修
繕
。

問 

計
画
を
立
て
て
行
っ
て
い
る

の
か
。

答 

今
回
は
４
階
会
議
室
、
６
階
フ
ロ

ア
の
空
調
機
器
の
更
新
を
行
う
も
の

で
、
順
次
整
備
を
進
め
、
利
用
者
に

快
適
な
読
書
環
境
を
提
供
し
た
い
。

◆
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
観
光

活
用
事
業　

１
０
６
５
万
円

問 

過
去
の
他
事
業
の
実
施
状
況

も
踏
ま
え
、
契
約
期
間
な
ど
を
明

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

物
件
調
査
を
通
じ
て
所
有
者
と

十
分
な
協
議
を
行
い
、モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

◆
「
鯖
、
復
活
」
プ
レ
ミ
ア
ム
養
殖

拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
２
５
０
０
万
円

問 

養
殖
は
難
し
く
、
値
段
設
定
や

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
過
去
の
事
業

か
ら
み
て
も
非
常
に
厳
し
い
と
思
わ

れ
る
が
、
将
来
の
見
込
み
は
。

答 

全
国
各
地
の
先
発
事
例
を
参

考
に
、
最
新
の
養
殖
技
術
を
関
係

機
関
と
連
携
し
つ
つ
実
施
し
て
い

く
。
販
路
開
拓
や
付
加
価
値
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
事
業　

２
４
８
万
２
０
０
０
円

説
明　

北
陸
新
幹
線
小
浜
ル
ー
ト

の
啓
発
番
組
制
作
委
託
料
な
ど
に

か
か
る
費
用
。

問 

取
り
組
み
内
容
は
。

答 

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
で
の
番
組
作
成

を
計
画
し
て
い
る
。
国
・
県
へ
の
要

望
活
動
や
市
民
啓
発
の
さ
ら
な
る
強

化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

意
見　

駅
舎
を
含
む
市
独
自
の

ル
ー
ト
図
の
構
想
を
持
っ
て
活
動

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
事
業　

１
億
３
９
１
０
万
９
０
０
０
円

説
明　

ふ
る
さ
と
納
税
2
億
円
を

目
標
と
す
る
も
の
。

問 

達
成
の
見
通
し
と
地
場
産
業

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

答 

平
成
27
年
度
は
7
月
か
ら
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
よ
り
大
き
く
伸

び
た
。
平
成
28
年
度
は
4
月
か
ら
対

応
で
き
、
返
礼
品
も
90
品
目
以
上
に

拡
大
し
て
お
り
、
2
億
円
は
高
い
ハー

ド
ル
で
は
な
い
。
地
場
産
品
を
届
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保

や
小
浜
へ
の
来
訪
な
ど
、
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。

◆
介
護
給
付
事
業　

3
億
７
２
９
１
万
３
０
０
０
円

問 
障
が
い
者
の
方
も
65
歳
以
上
に
な

る
と
介
護
保
険
に
移
行
す
る
が
、
今

ま
で
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答 

介
護
保
険
に
移
行
さ
れ
た
後
も
、

不
足
す
る
分
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
提
供
し
て
お
り
、
低
下
す
る
こ
と

は
な
い
。

◆
県
営
公
園
維
持
管
理
事
業　

１
０
２
０
万
３
０
０
０
円

問 

若
狭
の
里
公
園
内
に
あ
る
古

民
家
に
つ
い
て
、
市
の
維
持
管
理

の
姿
勢
を
問
う
。

答 

こ
の
古
民
家
は
県
の
所
有
物
で
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
県
と
協
議

を
し
た
が
進
ん
で
い
な
い
状
態
で
あ

り
、
再
度
協
議
を
進
め
た
い
。

意
見　
博
物
館
や
小
浜
美
郷
小
学
校
が

建
つ
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
は
責
任

を
も
っ
て
環
境
整
備
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

◆
小
浜
美
郷
小
学
校
建
設
事
業　

4
億
１
３
２
８
万
８
０
０
０
円

問 

工
事
費
の
変
動
に
つ
い
て
。

答 

昨
年
か
ら
補
正
で
地
盤
改
良
工
事

や
調
整
池
設
置
工
事
も
追
加
し
、
土
地

の
造
成
工
事
に
思
わ
ぬ
事
業
費
が
か

か
っ
て
い
る
。
建
築
工
事
本
体
、
校
舎

と
ア
リ
ー
ナ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
外
構

工
事
も
含
め
て
27
億
円
と
い
う
総
事
業

費
で
動
い
て
い
る
。
今
後
の
増
額
要
因

と
し
て
は
、
消
費
税
、
人
件
費
、
資
材

の
高
騰
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

◆
水
道
水
源
開
発
施
設
整
備
事
業

（
河
内
川
ダ
ム
）
一
般
会
計
繰
出

金　

３
１
０
２
万
７
０
０
０
円

討
論　
人
口
の
大
幅
減
少
で
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
の
計
画
は
見
通
し
が
な
く
、
こ
の
よ
う

な
大
型
公
共
事
業
に
は
反
対
で
あ
る
。

◆
嶺
南
鉄
道
整
備
促
進
基
金
負
担

金　

８
７
５
０
万
円

討
論　
見
通
し
の
な
い
新
線
計
画
に

対
し
、
平
成
25
年
末
の
基
金
が
12
億
円

あ
る
。
基
金
積
み
立
て
は
凍
結
し
、
財

源
を
市
民
の
負
担
軽
減
に
回
す
べ
き
。

◆
下
水
道
使
用
料　

4
億
５
１
９
１
万
１
０
０
０
円

討
論　
下
水
道
使
用
料
が
11
月
分
か

ら
全
体
で
約
12
％
値
上
げ
さ
れ
、
市

民
生
活
への
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
年

金
や
実
質
賃
金
が
下
が
る
中
で
の
値
上

げ
に
は
反
対
で
あ
る
。

◆
河
内
川
ダ
ム
小
浜
市
負
担
金　

1
億
８
９
７
１
万
５
０
０
０
円

討
論　
大
幅
な
人
口
減
少
で
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
計
画
は
破
た
ん
し
て
い
る
。

 

◆
議
案
第
25
号　
小
浜
市
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
、
そ
の
評
価
方
法
は
。

答 

本
人
お
よ
び
上
司
に
よ
る
５

段
階
評
価
を
行
う
。
研
修
等
に
よ

り
適
正
な
評
価
に
努
め
る
。

◆
議
案
第
35
号　
小
浜
市
母
と
子
の
家
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

指
定
管
理
に
移
行
す
る
理
由
は
。

答 

言
語
聴
覚
士
等
の
専
門
職
員
を

有
す
る
事
業
所
が
運
営
す
る
こ
と
で
、

現
状
よ
り
も
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
が

展
開
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。

問 

母
と
子
の
家
の
収
支
状
況
と

指
定
管
理
料
の
予
定
額
は
。

答 

運
営
費
は
約
７
０
０
万
円
で

あ
り
、
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は

そ
の
範
囲
内
で
想
定
し
て
い
る
。

◆
議
案
第
36
号　

小
浜
市
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
、

県
の
管
轄
か
ら
一
部
市
に
移
管
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
変
更
点
は
。

答 

今
回
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
19
人
未
満
の
小
規
模
な
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
通
所
介
護
は
、
市
が
実
施
す

る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
付

け
ら
れ
た
。
基
本
的
に
基
準
等
は
そ
の

ま
ま
だ
が
、
事
業
者
は
運
営
推
進
会

議
の
開
催
な
ど
の
負
担
が
あ
る
。

◆
議
案
38
号　

小
浜
市
下
水
道
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

年
間
使
用
水
量
の
多
い
所
と

使
用
料
は
。

答 

一
番
多
い
所
は
公
立
小
浜
病
院

で
、年
間
約
１
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

意
見　
経
済
原
則
で
は
、
使
え
ば
使

う
ほ
ど
単
価
が
安
く
な
る
の
が
普
通

で
あ
る
が
、
小
浜
市
は
反
対
に
単
価

が
上
が
っ
て
い
く
。
そ
の
考
え
方
を
改

め
る
時
期
で
は
な
い
か
。

◆
議
案
42
号　

負
担
付
き
寄
附
の

受
納
に
つ
い
て

問 

藻
場
の
造
成
の
内
容
と
海
水

浴
場
の
砂
浜
へ
の
影
響
は
。

答 

福
井
県
が
志
積
で
藻
場
の
実
験
を

行
っ
て
い
る
。
京
都
府
で
は
藻
場
の
造

成
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
投
入
す

る
石
は
天
然
石
が
良
い
た
め
九
州
の
石

を
、
投
入
時
期
は
春
先
が
良
い
た
め
工

事
自
体
を
5
月
末
に
終
了
予
定
。
設

置
場
所
は
青
井
崎
の
先
で
、
水
深
約

7
ｍ
程
度
で
あ
り
、
海
流
に
変
化
を
起

こ
す
こ
と
も
無
く
、
砂
浜
に
影
響
は
無

い
と
考
え
て
い
る
。

問 

将
来
展
望
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

ま
ず
は
海
藻
が
付
き
、
そ
こ
に

サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
を
放
流

し
、
増
や
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

問 

福
井
県
と
の
取
り
決
め
や
関
わ
り
は
。

答 

小
浜
漁
港
は
県
の
管
理
だ
が
、
公

共
の
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
調

整
の
結
果
、
市
が
寄
附
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

委
員
会
議
案
等
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
３
月
補
正
）

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
平
成
28
年
度
当
初
予
算
）

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会



❼おばま市議会だより

議
会
運
営
委
員
会

日　

時　

 

平
成
28
年
１
月
13
日

㊌
〜
15
日
㊎

視
察
先　

 

三
重
県
鳥
羽
市
議
会
、

三
重
県
伊
賀
市
議
会
、

徳
島
県
小
松
島
市
議
会

　

小
浜
市
議
会
で
は
、
議
会
基

本
条
例
の
制
定
な
ど
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
議
会
改
革
の
み
な
ら
ず
、
議

会
活
動
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会

を
進
め
て
お
ら
れ
る
先
進
地
議
会

を
視
察
し
ま
し
た
。

三
重
県
鳥
羽
市
議
会

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
先
進
地
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
議
会
運
営
全
般
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
経
緯
と

現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

特
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
議
場

へ
の
持
ち
込
み
や
、
一
般
質
問
で

の
パ
ネ
ル
使
用
な
ど
、
議
会
活
動

の
「
見
え
る
化
」
へ
の
先
進
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
重
県
伊
賀
市
議
会

　

早
く
か
ら
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
、
議
会
基
本
条

例
の
内
容
や
、
議
会
報
告
会
の

実
施
内
容
と
現
状
、
議
会
の
活

性
化
に
つ
い
て
幅
広
く
お
伺
い
し

ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
に
関
す
る
意
見
交
換
に
お
い
て

は
、
実
際
に
か
か
る
費
用
や
具
体

的
な
運
用
方
法
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
導
入
に
あ
た
り
把
握
し

て
お
く
べ
き
諸
課
題
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

徳
島
県
小
松
島
市
議
会

　

議
会
報
告
会
な
ど
の
議
会
活

動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
ほ
か
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
経
緯
や
、

導
入
当
初
の
課
題
を
具
体
的
に

お
伺
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
用

を
開
始
し
て
か
ら
の
具
体
的
な
感

想
を
お
聞
き
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
し
た
議
会
活
動
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

産
業
教
育
常
任
委
員
会

日　

時　

 

平
成
28
年
１
月
18
日

㊊
〜
20
日
㊌

視
察
先　

 

岡
山
県
岡
山
市
・
備

前
市
、
香
川
県
琴
平

町
、
兵
庫
県
南
あ
わ

じ
市

岡
山
県
岡
山
市

　

岡
山
市
立
小
学
校
を
訪
れ
、

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
・
学
校
関
係
者
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者

と
住
民
と
の
意
見
の
相
違
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
学
校
の
統
合
が
不
調

と
な
っ
た
事
例
を
お
聞
き
し
、
今

後
の
小
浜
市
の
小
学
校
統
合
を

検
討
す
る
う
え
で
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

岡
山
県
備
前
市

　

日
本
遺
産
の
活
用
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
後
、
世
界
最

古
の
庶
民
の
為
の
公
立
校
「
旧

学
校
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
国

宝
の
講
堂
を
中
心
と
し
た
備
前

焼
き
屋
根
の
建
物
群
は
実
に
堂
々

と
し
て
そ
の
威
容
を
誇
り
、
姫
路

藩
主
で
も
あ
っ
た
池
田
光
政
公
の

創
業
の
精
神
は
、
連
綿
と
引
き

継
が
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

香
川
県
琴
平
町

　
「
旧
金
毘
羅
大
芝
居　

金
丸

座
」
を
視
察
し
、
芝
居
小
屋
の

活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

金
丸
座
は
江
戸
時
代
に
建
て

ら
れ
た
現
存
す
る
日
本
最
古
の

芝
居
小
屋
で
、
毎
年
春
に
「
四

国
こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
大
芝
居
」

が
興
行
さ
れ
、
全
国
か
ら
沢
山
の

フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
本
格
的
な
芝
居

小
屋
で
す
。

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

　

食
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意

見
交
換
を
行
っ
た
後
、「
食
の
拠

点
施
設
直
売
所
」
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
農
作
物
の
大

生
産
地
で
す
が
、
人
口
減
少
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
問
題
も
抱

え
て
お
り
、
獣
害
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
消
費
地
と
距
離
が
あ

り
、
観
光
客
を
中
心
と
し
た
経

営
で
は
安
定
し
な
い
の
で
、
地
元

の
客
に
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
が

今
後
の
課
題
と
お
聞
き
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
仕
掛
け
人
・
リ
ー

ダ
ー
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
安
全

対
策
特
別
委
員
会

日　

時　
平
成
28
年
1
月
22
日
㊎

視
察
先　

 

東
濃
地
化
学
セ
ン

タ
ー
瑞
浪
超
深
地
層

研
究
所

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

は
、
原
子
力
発
電
で
使
用
し
た

燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
過
程
で

生
じ
た
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
」
を
安
全
に
地
層
処
分
す
る

た
め
の
研
究
・
技
術
開
発
を
行
っ

て
お
り
、
瑞
浪
超
深
地
層
研
究

所
で
は
、
地
下
の
環
境
、
現
象
に

関
す
る
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
現
地
職
員
同
行
の

も
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
下

３
０
０
ｍ
の
坑
道
に
入
り
、
地
層

の
状
況
や
地
下
水
の
量
と
流
れ
、

坑
内
の
通
気
な
ど
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
坑
道
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
施
設
へ
の
投

入
予
算
は
年
間
約
20
億
円
で
あ

る
こ
と
や
、
中
国
と
イ
ン
ド
は
原

子
力
発
電
を
増
や
す
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
値

上
が
り
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
。
地

下
処
分
が
良
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
世
界
的
方
向
の
中
で
、
ひ
と
つ

の
例
と
し
て
、
こ
の
施
設
で
自
然

を
知
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
詳
細
に
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

意見交換の様子

議場運営について伺う

金丸座を見学

南あわじ市役所にて

地下坑道にて

各
委
員
会
視
察
報
告



問　

市
税
は
歳
入
総
額
の

約
20
％
、
自
主
財
源
の
約

63
％
を
占
め
て
い
る
が
、

年
々
減
少
し
て
い
る
。
平

成
28
年
度
は
旭
座
を
中
心

と
し
た
「
ま
ち
の
駅
」
が

完
成
し
、
い
よ
い
よ
「
道

の
駅
」「
海
の
駅
」
を
合

わ
せ
た
、
回
遊
性
を
創
出

す
る
３
駅
構
想
が
動
き
出

す
。
ま
た
、
小
浜
美
郷
小

学
校
建
設
、
小
浜
縦
貫
線

（
い
づ
み
町
拡
幅
）
等
の

大
型
事
業
が
継
続
さ
れ
て

い
る
が
、
人
口
減
少
の
中

で
平
成
28
年
度
当
初
予
算

を
ど
の
よ
う
に
編
成
し
た

の
か
。
目
玉
が
乏
し
く
、

松
崎
カ
ラ
ー
が
見
え
な
い

と
新
聞
報
道
さ
れ
た
が
、

「
市
民
が
真
に
実
感
で
き

る
よ
う
な
」
重
点
政
策
を

伺
う
。

答　

財
政
調
整
基
金
の
一

部
を
積
極
的
に
活
用
、
重

点
課
題
へ
の
取
り
組
み（
人

口
減
少
の
問
題
）、
小
浜

美
郷
小
学
校
建
設
、
保
育

料
の
軽
減
等
に
国
の
「
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
」

を
活
用
し
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
的
、
重
点
的
に

配
分
を
行
っ
た
。

問　

国
に
よ
る
直
接
支
払

い
交
付
金
が
「
平
成
30
年

産
米
」か
ら
廃
止
に
な
る
。

米
の
半
年
熟
成
で
「
う
ま

味
」「
栄
養
価
」
の
高
ま

る
「
特
殊
精
米
」
を
民
間

企
業
が
行
っ
て
い
る
（
１

キ
ロ
１
万
円
超
）。
ま
た
、

付
加
価
値
生
産
さ
れ
て
い

る
石
川
県
産
「
高
級
ぶ
ど

う
」（
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
１
房

１
０
０
万
円
）
も
あ
る
。

小
浜
市
も
付
加
価
値
生
産

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

答　
「
ポ
ス
ト
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
と
し
て
次
世
代
水
稲

品
種
の
開
発
を
行
い
、
平

成
30
年
度
か
ら
本
格
生
産

に
取
り
組
む
。

問　

介
護
人
材
不
足
解
消

の
た
め
に
、
小
浜
市
独
自

の
奨
学
金
貸
付
制
度
を
考

え
て
ほ
し
い
。

答　

制
度
創
設
の
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

３駅構想スタート。これからが正念場！ 風呂　繁昭
議員

おばま市議会だより❽

ページ 氏　名 質　問　項　目 ページ 氏　名 質　問　項　目

８ 風呂　繁昭

１．新年度予算編成について
２．まちづくりについて
３．六次産業推進
４．高齢者福祉について

10 能登　恵子

１． 四車線道路での事故防止対
策を

２． H29年度からの「介護保険
制度適用見直し」について

９ 西本　清司

１． 発光ダイオード（LED）対策
について

２．市の観光施策について
３．ふるさと納税について

10 下中　雅之 １． 嶺南地域広域連携の取り組
みについて

９ 今井　伸治 １．小浜市の観光行政について
２．小浜市の教育行政について 10 宮崎治宇蔵

１． 小浜市の人口減少対策につ
いて

２． 高浜原発４号機の再稼働に
ついて

９ 牧岡　輝雄

１．「福井しあわせ元気」国体に
ついて

２． 公職選挙法への対応につい
て

３．地域福祉計画について
４． 水産学術産業拠点設置につ
いて

11 熊谷　久恵

１． 観光のまちづくり拠点まち
の駅について

２．郷土愛を育む学習について
３． 鳥獣害対策による６次産業
化について

４． 安全安心のまちづくりについ
て

市政を問う ! 一般質問市政を問う ! 一般質問
平成２８年第１回（３月）小浜市議会定例会



問　

ま
ち
の
駅
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
予
定
は
。

答　

５
月
１
日
か
ら
８

日
ま
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
、
有
名

落
語
家
の
公
演
、文
化
祭
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
様
々
な

シ
ョ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
テ
ン

ト
市
の
開
催
等
。
ま
た
濱

参
道
楽
市
、
商
店
街
と
の

連
携
イ
ベ
ン
ト
、
ま
ち
な

か
マ
ル
シ
ェ
、
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
等
も
企
画
し
て
い

る
。

問　

小
学
校
統
合
再
編
に

つ
い
て
、
学
校
建
設
費
や

維
持
管
理
面
か
ら
の
考
え

方
は
。

答　

統
合
・
再
編
に
つ
い

て
は
、
少
子
化
に
よ
る
児

童
数
の
減
少
と
施
設
の
老

朽
化
へ
の
対
応
か
ら
、
４

校
案
を
掲
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
教
育
環
境
や
活

動
の
充
実
を
始
め
、
地
域

の
実
態
を
踏
ま
え
た
通
学

条
件
や
学
校
運
営
上
の
課

題
へ
の
対
応
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、
建
設
財
源
の

確
保
な
ど
重
要
な
検
討

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。

問　

子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
、
学
校
へ
の
指
導
は
。

答　

家
庭
が
貧
困
だ
と
、

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
日

用
品
や
栄
養
豊
富
な
食
べ

物
が
提
供
さ
れ
て
な
い
こ

と
が
想
像
で
き
る
。
貧
困

は
子
ど
も
た
ち
の
心
を
す

さ
ん
だ
も
の
、
投
げ
や
り

な
も
の
に
す
る
。
そ
こ
で

先
生
方
に
は
子
ど
も
た
ち

の
実
態
を
家
庭
訪
問
な
ど

で
把
握
し
、
民
生
委
員
の

方
々
な
ど
支
援
者
と
連
携

し
な
が
ら
見
守
っ
て
欲
し

い
。
他
所
で
見
ら
れ
る
悲

惨
な
出
来
事
が
起
こ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。

５月１日まちの駅オ－プニング！！

問　

国
の
省
エ
ネ
政
策
推

進
を
受
け
て
、
今
後
の
市

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
対
策
で
、
市

施
設
の
照
明
器
具
交
換

費
用
や
、
市
内
各
地
域
の

防
犯
灯
器
具
等
の
新
設
や

交
換
時
の
補
助
等
に
つ
い

て
、
ま
た
国
の
法
整
備
の

影
響
等
に
つ
い
て
問
う
。

答　

現
況
は
市
施
設
に
お

い
て
は
最
近
に
設
置
ま
た

は
改
修
等
し
た
施
設
以
外

は
、
ほ
と
ん
ど
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
進
ん
で
い
な
い
。
現
施

設
全
て
の
器
具
を
交
換
す

る
場
合
、
約
２
億
４
千
万

円
が
必
要
と
な
る
。
防
犯

灯
に
つ
い
て
平
成
25
年
以

降
の
新
設
の
み
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

さ
れ
て
い
る
が
、
わ
ず
か

な
数
で
あ
る
。
今
後
も
新

規
設
置
以
外
は
各
地
域
で

取
り
替
え
を
お
願
い
し
た

い
が
、
省
エ
ネ
の
観
点
か

ら
他
市
町
の
事
例
も
参
考

に
検
討
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

問　

海
の
駅
、
道
の
駅
に

続
き
、
ま
ち
の
駅
が
完
成

間
近
で
あ
る
が
、
観
光
発

信
等
に
お
け
る
戦
略
や
戦

術
に
つ
い
て
、
ま
た
主
要

拠
点
が
２
カ
所
か
ら
３
カ

所
に
な
り
観
光
入
込
客
数

の
把
握
の
方
法
等
、
改
善

の
必
要
性
、
考
え
方
に
つ

い
て
問
う
。

答　

多
種
多
様
な
地
域
資

源
を
生
か
し
、
ま
た
３
駅
を

連
携
さ
せ
て
小
浜
の
持
続
的

な
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
指
摘
の
入

込
数
の
重
複
計
測
増
は
十

分
考
え
ら
れ
、
現
行
方
法

も
利
用
し
な
が
ら
よ
り
精
度

を
高
め
て
い
き
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

況
と
成
果
、
実
績
、
ま
た

今
後
の
取
組
み
、
目
標
等

に
つ
い
て
問
う
。

答　

平
成
26
年
度
か
ら
受

け
入
れ
た
が
、
今
年
度
目

標
を
１
億
円
に
設
定
し
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
カ
ー
ド
決
済

等
の
導
入
、
返
礼
品
を
拡

充
し
た
結
果
、
今
年
度
２

月
末
で
約
１
億
４
７
２
０
万

円
と
な
っ
た
。
平
成
28
年
度

は
２
億
円
を
目
標
と
し
て
取

り
組
み
た
い
。

明るい次世代のための取組みはいかに！

一般質問

今井　伸治
議員

西本　清司
議員

❾おばま市議会だより

問　

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
の
施
行
か
ら
１
年
、

「
自
立
促
進
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
現
状
と
課
題
は
。

答　

現
在
、
社
会
福
祉
士

の
資
格
を
有
し
た
主
任
相

談
支
援
員
が
相
談
者
に
寄

り
添
い
な
が
ら
解
決
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
内
容
の
主
な
も
の

は
、
収
入
・
生
活
費
の
こ

と
が
21
人
、
病
気
・
健
康
・

障
が
い
・
住
ま
い
に
つ
い

て
、
ま
た
、
家
賃
や
ロ
ー

ン
の
支
払
い
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
が
そ
れ
ぞ
れ

６
名
で
、
そ
の
相
談
延
べ

数
は
、
１
月
末
で
７
２
７

件
で
あ
る
。
課
題
と
し
て

は
、
社
会
的
に
孤
立
し
て

い
る
方
が
多
く
、
自
立
す

る
た
め
に
何
ら
か
の
社
会

関
係
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
は
、新
た
に「
相

談
支
援
員
」
を
１
名
増
員

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
包
括
的
、
継
続
的

な
支
援
を
実
施
す
る
。

問　

貧
困
に
よ
り
子
ど
も

の
学
習
機
会
が
失
わ
れ
て

い
る
が「
学
習
支
援
事
業
」

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

貧
困
の
連
鎖
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
開
始
さ
れ
た
任
意

事
業
で
、
生
活
保
護
受
給

世
帯
の
小
・
中
学
生
の
基

礎
学
力
向
上
に
向
け
て
学

習
塾
に
か
か
る
費
用
を
支

援
し
て
い
る
。
現
在
、
小

学
生
２
名
、
中
学
生
２
名

が
週
に
２
回
、
学
習
塾
に

通
い
個
別
指
導
を
受
け
て

い
る
。

問　

本
市
へ
の
水
産
学
術

拠
点
整
備
に
つ
い
て
小
浜

市
の
認
識
を
問
う
。

答　

県
は
28
年
度
に
基
本

構
想
の
策
定
に
着
手
の
予

定
と
聞
い
て
い
る
。
本
市

に
水
産
学
術
産
業
の
拠
点

が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
水
産

業
の
発
展
に
大
い
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。
地
元
自
治
体
と
し
て

協
力
で
き
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
て

ま
い
り
た
い
。

子どもの貧困とその連鎖防止を問う 牧岡　輝雄
議員

旭座完成予想図



問　

小
浜
市
で
唯
一
の
４

車
線
道
路
、
府
中
（
南
川

大
橋
東
詰
）
か
ら
小
浜
Ｉ

Ｃ
ま
で
１
キ
ロ
程
で
の
事

故
は
多
く
、
逆
走
車
も
あ

る
。
高
齢
化
に
伴
い
逆
走

車
が
増
え
、
70
％
が
65
歳

以
上
。
進
入
な
ど
迷
わ
な

い
表
示
の
仕
方
や
事
故
防

止
の
対
策
を
求
め
る
。

答　

本
市
で
最
初
の
４
車

線
道
路
で
、
交
通
事
故
発

生
の
危
険
性
が
高
い
道
路

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
逆
走

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
対
策
協
議
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後

小
浜
警
察
署
等
と
情
報

を
共
有
し
て
防
止
に
努
め

る
。

問　

平
成
29
年
春
か
ら

「
介
護
保
険
制
度
適
用
見

直
し
」
が
実
行
さ
れ
る
。

要
支
援
１
・
２
が
、
介
護

保
険
か
ら
小
浜
市
独
自
の

事
業
へ
変
わ
り
、
収
入
に

よ
り
、
１
割
負
担
が
２
割

に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
な
く
な
る
困
難
者

が
増
え
る
の
で
は
。

答　

生
活
支
援
は
家
族
支

援
を
優
先
す
る
の
で
、
家

族
が
お
ら
れ
て
も
、
一
律

に
生
活
援
助
を
対
象
外
に

し
な
い
。
今
後
不
足
す
る

生
活
支
援
の
担
い
手
、
人

材
の
育
成
に
努
め
る
。

問　

足
腰
が
弱
り
、
寝
た

き
り
予
防
や
転
倒
予
防
に

も
必
要
な
「
介
護
福
祉
用

具
（
手
す
り
・
歩
行
器
・

ス
ロ
ー
プ
な
ど
）」
に
つ
い

て
、
要
介
護
１
以
下
は
借

り
ら
れ
な
く
な
る
の
か
。

答　

特
殊
寝
台
、
車
い
す
、

床
ず
れ
防
止
用
具
は
無
理

だ
が
、
調
査
結
果
に
よ
り

可
能
に
な
る
。

問　

介
護
離
職
を
無
く
す

対
策
は
。

答　

相
談
機
能
の
強
化
、

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

４車線では逆走があります。ご注意を！

問　

嶺
南
地
域
の
広
域
的

な
行
政
課
題
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と

な
る
の
か
を
伺
う
。

答　

共
通
の
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
問
題
に
対

応
し
て
い
く
上
で
、
自
治

体
の
効
率
化
は
避
け
て
通

れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
人

口
減
少
対
策
と
財
政
効
率

化
の
両
面
か
ら
、
広
域
的

な
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。

問　

現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
に
地

元
の
方
々
の
了
承
の
も
と

10
年
間
の
稼
働
期
間
延
長

が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
次
期
施
設
に
対
す

る
考
え
を
伺
う
。

答　

次
期
施
設
に
つ
い
て

は
、
10
年
間
の
稼
働
期
間

延
長
の
中
で
、
新
た
な
広

域
ご
み
焼
却
施
設
の
稼
働

を
目
指
し
て
お
り
、現
在
、

平
成
34
年
度
の
供
用
開
始

を
目
標
に
、
嶺
南
６
市
町

問　

小
浜
市
の
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て
。

答　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
は
、
昨
年

度
１
４
１
３
４
人
と
８

倍
以
上
の
増
加
。
子
育
て

情
報
を
一
元
化
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
作

成
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

機
能
を
持
た
せ
、
サ
ー
ビ

ス
周
知
の
徹
底
を
図
る
。

答　

認
知
症
の
相
談
は
今

年
度
約
４
０
０
件
と
急

激
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

「
認
知
症
ケ
ア
の
推
進
」

を
大
き
な
柱
に
、
積
極
的

に
取
り
組
む
。

で
構
成
す
る
「
廃
棄
物
処

理
広
域
化
準
備
室
」
に
お

い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

介
護
認
定
の
広
域
化

に
お
け
る
課
題
解
決
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
27
年
度
は
、
嶺

南
地
域
広
域
行
政
推
進

委
員
会
の
福
祉
・
雇
用
部

会
に
お
い
て
、
平
成
30
年

度
か
ら
介
護
認
定
審
査
事

務
等
の
広
域
化
（
共
同
処

理
）
に
向
け
て
、
運
営
体

制
や
経
費
の
負
担
割
合
な

ど
の
検
討
を
行
っ
た
。
平

成
28
年
度
も
引
き
続
き
詳

細
な
事
務
な
ど
の
検
討
を

行
い
、
平
成
29
年
度
に
は

移
行
準
備
を
進
め
て
い
く

予
定
。

問　

斎
場
の
新
施
設
整
備

に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　

小
浜
市
、お
お
い
町
、

高
浜
町
の
副
市
町
長
で
構

成
す
る
「
広
域
斎
場
整
備

協
議
会
」
を
設
置
し
、
現

在
、
建
設
候
補
地
の
選

定
、
広
域
化
に
よ
る
利
用

者
の
利
便
性
、施
設
概
要
、

整
備
後
の
運
営
方
法
な
ど

様
々
な
課
題
を
協
議
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。

答　

小
浜
市
役
所
の
労
働

環
境
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
非
常
勤
職

員
に
つ
い
て
も
育
児
休
業

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
保
育
士
１
名
が

利
用
し
て
い
る
。

問　

高
浜
原
発
４
号
機
の

緊
急
停
止
等
の
相
次
ぐ
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
小
浜

市
の
対
応
は
い
か
が
か
。

答　

関
西
電
力
に
対
し
、

市
民
の
安
全
安
心
の
確
保

が
重
要
で
、
原
発
の
安
全

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
す
る
よ
う
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

問　

広
域
避
難
訓
練
の
早

期
実
施
に
つ
い
て
。

答　

訓
練
の
早
期
実
施
に

つ
い
て
、
国
・
県
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く
。

広域連携による魅力あるまちづくりを！

広域避難訓練の早期の実施を

能登　恵子
議員

下中　雅之
議員

宮崎治宇蔵
議員
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議会を傍聴しませんか？
住所と氏名を書くだけで傍聴することができ
ます。小浜市役所５階の議会事務局までお越
しください。

ー6月定例会の予定ーー6月定例会の予定ー
６月  ３ 日（金）　本会議
６月１６日（木）　一般質問
６月１７日（金）　一般質問
６月２３日（木）　本会議

11おばま市議会だより

問　

旭
座
・
ま
ち
の
駅
は

子
ど
も
達
の
身
近
な
場
に

あ
る
観
光
施
設
と
な
る
。

地
域
資
源
や
特
産
品
、
観

光
情
報
を
身
近
に
知
っ
て

も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
で
は
。

答　

子
ど
も
達
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
将
来
に
向

け
た
ま
ち
の
発
展
に
お
い

て
必
要
不
可
欠
。
郷
土
愛

の
醸
成
を
図
る
場
と
し
て

も
活
用
し
た
い
。

問　

獣
肉
の
処
理
基
準
と

普
及
に
つ
い
て
。

答　

獣
肉
の
衛
生
管
理
お

よ
び
品
質
確
保
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

安
全
で
良
質
な
食
肉
流
通

に
努
め
て
い
る
。
小
中
学

校
と
も
連
携
し
、
鳥
獣

被
害
の
状
況
や
猟
友
会
の

役
割
な
ど
も
学
ぶ
総
合
学

習
の
中
で
、
ジ
ビ
エ
給
食

も
実
施
す
る
な
ど
普
及
を

図
っ
て
い
る
。

問　

子
ど
も
が
危
険
な
目

に
あ
っ
た
時
に
か
け
込
め

る
場
所
「
子
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
に
つ
い
て
、
現

状
と
周
知
状
況
は
。

答　

平
成
13
年
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り

１
０
０
０
件
を
目
標
に
地

域
に
協
力
を
呼
び
か
け
、

現
在
８
５
６
件
。
子
ど
も

の
安
全
・
安
心
感
を
高
め
、

犯
罪
の
抑
止
や
地
域
連
帯

強
化
に
も
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
再
度
広
報
お
ば

ま
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

周
知
を
図
り
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
学
習
の
取

り
組
み
と
活
用
に
つ
い
て
。

答　

地
域
を
知
り
、
子

ど
も
の
目
線
で
と
ら
え
た

課
題
の
解
決
や
素
材
の
活

用
、
新
た
な
魅
力
の
発
見

や
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
な

ど
か
ら
も
郷
土
愛
が
育
ま

れ
る
と
考
え
る
。
27
年
度

か
ら
子
ど
も
の
活
性
化
案

を
具
体
化
す
る
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。

【
意
見
】　

比
較
で
き
る
経

験
が
な
け
れ
ば
良
さ
に
気

づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

子
ど
も
は
観
光
大
使
と
と

ら
え
、
小
浜
な
ら
で
は
の

自
然
や
食
や
風
土
を
生
か

し
た
体
験
教
育
を
望
む
。

子どもの時の経験が生きる力に 熊谷　久恵
議員

今月の表紙
レトロバスが完成

まちの駅がオープンする５月１日から、「道
の駅」、「まちの駅」、御食国若狭おばま食
文化館を中心とする「海の駅」をつなぐ周
遊レトロバスが土日祝日に運行されます。
このバスを利用される観光客の皆さまが、
市内の様々な場所をめぐり、快適に滞在し
ていただけることを期待しています。

議会報告会を開催します
どなたでもご都合のつく日時・会場にお気軽にお越しください
日時・会場
5 月 10 日（火）　19時～ 21時　口名田、今富、宮川、西津の各公民館
5 月 13 日（金）　19時～ 21時　中名田、松永、遠敷、雲浜の各公民館
5 月 17 日（火）　19時～ 21時　加斗、内外海、国富、小浜の各公民館

内　　容
①議会報告
②その他（意見交換）



編
集
後
記

　

新
年
度
が
始
ま
り
、菜
の
花
に
続
き
桜
、芝
桜
、つ
つ
じ

と
春
の
花
が
順
を
追
っ
て
彩
る
華
や
か
な
季
節
で
す
。５
月

か
ら
は
旭
座
・
ま
ち
の
駅
の
運
営
が
開
始
と
な
り
道
の
駅
・

海
の
駅
・
ま
ち
の
駅
を
つ
な
ぐ
三
駅
構
想
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
新
幹
線
の
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
が
確
定
す
る

見
込
み
と
い
う
こ
と
で
、小
浜
市
の
将
来
に
影
響
あ
る
決

定
が
な
さ
れ
る
年
で
す
。

　

若
い
世
代
が
地
元
小
浜
で
暮
ら
し
、市
民
が
快
適
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、生
活
に
密
着
し
た
議
会
活
動

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、益
々
の
関
心

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。ご
意
見
・ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

（
広
報
委
員　

熊
谷
）
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北陸新幹線敦賀以西の整備に関する決議
　北陸新幹線は、多極分散型国土の形成を推進し、国土の均衡
ある発展に欠かせない極めて重要な国家プロジェクトである。
また、大規模災害時においては、東海道新幹線の補完代替機
能を果たすなど、多重化による輸送体系の確立とともに日本
海国土軸の形成を通じて、災害に強い強靭な国土づくりに大
きく貢献することが期待されている。
　さらに、フル規格により大阪までが整備されれば、北陸新
幹線の沿線各地域が直接関西圏と結ばれることとなり、経済
波及効果とともに顕著な時間短縮効果が見込まれている。
　現在、敦賀以西ルートについては、３月 10日の与党敦賀・
大阪間整備検討委員会において、小浜・京都ルート（ＪＲ西
日本提案）、舞鶴を経由するルート、米原ルートの３案にほ
ぼ絞り込まれた。
　今後は国が５月までに調査を開始し、その結果をもとに与
党検討委員会がルートを決定することとなっている。小浜・
京都ルートは、本市がこれまで主張してきた若狭（小浜）ル
ートのひとつであり、京都駅を経由することに伴い、旅客流
動性が高まることから、利便性の確保につながるなどの利点
があるルートである。
　ついては、年内に小浜・京都ルートを決定いただきたく、
下記事項の実現を強く要望する。

記
１　敦賀以西については、小浜・京都ルートとし、開業年度
を明らかにすること
２　大阪までのフル規格による早期全線整備を実現すること
以上、決議する。

平成 28年３月 23日
福井県小浜市議会　

北陸新幹線若狭ルート早期実現小浜市民協議会の設立
　若狭ルートの早期実現に向け、地域が一体となって、その熱意を内外に示すことが大変重要である
ことから、平成 26年 10 月に設立されました。

北陸新幹線若狭ルート建設促進総決起大会
　平成 27 年 12 月には約 500 人の参加をい
ただいた総決起大会が開かれ、、大会決議を採
択、国などへ要請していくことを確認しまし
た。
　県内選出国会議員はじめ多数のご出席をい
ただいたほか、ガンバロー三唱では、地域の
子どもたち約 150 人とともに、早期実現に向
けた熱いメッセージを広く発信しました。

食のまつり来場者にPR
　平成 27 年 10 月に開
催された「ＯＢＡＭＡ
食のまつり」会場に若
狭ルート PR コーナー
を開設し、小浜（若狭）
ルートの必要性と整備
効果を PRしました。

北陸新幹線小浜（若狭）ルートを目指して北陸新幹線小浜（若狭）ルートを目指して特集特集
北陸新幹線敦賀以西ルートの決定が迫る中、小浜市議会としても積極的に関係機関への働きかけを行っております。
小浜（若狭）ルート誘致活動を支えてくださっている皆さまの活動をご紹介します。

　若狭青年会議所の先輩から受け継ぎ、これま
で足かけ20年、若狭ルートに打ち込んできまし
た。実現すれば日本海側の小浜市が180度変わ
るような発展が見込めるように感じております。
　この宝の山である新幹線を未来の子どもたち
のために残せるよう、これからもがんばっていき
たいと思っております。
（小浜商工会議所　交通開発委員長　桂田さん）


